
平城宮跡と平城京跡の発掘調査

平城宮跡発掘調査部

平城宮跡発掘調査部では, 1974 年度口 よ第１表に示した調轟をおこなった。宮内の調査のう

ち，第78 次北は推定第２次内裏の後宮東北部にあたり，この調査をもって第２次内裏地区東半

郤の調査をほぼ完了したことになる。第81 次中は前年変にひき続き，通称一条通り沿いの民家

移転後の整齠･こ伴う調査で大膳職地区の調査もほぼ終了したといえる。第88次調査として一括

したものの中には（１）平城宮周辺および法華寺旧境内での民家の改築などに伴う小規模な現状

変更の調査，（２）平城京内におけ る住宅建築の事前調査を含んでいる。今年度とくに特徴的だ

ったのは大規模な事前調査が集中したことであった。前年度から続いての奈良市庁舎建設予定

地（第86次），県讐柏木予定地（第90次），当研究所埋蔵文化財センター宿舎予定地（第89次），県

訓 査次数 調　　在　 地　　IS 調　査　期　川j 面　積 主 な 倹 川 遺 借

78次北
81次中

91
92
86

88― 1
88－13
88－19

88―2
88一3

88
－12
88―12
88―16

88
－6
88－7
88－4
88―10

88―5
88－8

88
－9
88一4
88－17

88―11

88
－15
88－18
89

90

93

推定 第２次内斑後宮
大膳職南部
推定 第２次内火西外郭
宮 西方宮 衙
左京３条２坊10・ 15圷
( 奈良巾庁 舎建設予定地)

宮 四而大垣

力/

宮 朿而大垣

推定 第２次内裏北方

宮 北面 大垣北方
東　 院

法革寺旧 境内

X/
z/

左京 ２条 ３坊Ｈ 一日坪
左 京３条１坊８坪

左
京 ２条 ２坊15坪
左 京２条２坊14坪
(埋蔵文 化財 センター倫舎予定地)

左京 ５条１坊4・5 圷
(県警予定地)

左京 ８条 ３坊9 ・15・16坪
(東 市周辺)

薬師 寺西僧房地域
大安寺鐘 陦

x･ 北 僧房
西大寺

197-･I. 7.  1 ～9.  II
Xx　　6.12 ～7.23
ろ･　7.1 ～10.25

1975. 1.  7 ～1.28
1974.2.12 ～6.4

〃　　4 ，5～ ，囗6

//　　9.19
1975. 3.  7

1974. -1.23
xx　　5.7 ～5 ，8
yy　　8.29 ～8.30

々　　9.25
yx　　12.3 ～12.･1

1975. 5.11 ～5.13
1974. 5.23 ～5.24

々　　5.7
～5.8

xx　　7 』5～7.16

7y　　5.9
～5.10

〃　　6.6 ～6.10
〃　　7.9 ～7 』0

/冫　　10.18
1975. 2 』8

197･I. 6.28 ～8.3
xx　　H.6 ～11. 8
1975. 3.･1 ～3.5
197･I. 4.11 ～5.17

〃　　5 ，8～6 』4

1975. 1.20 ～4.19

197･I. 10.  7 ～12.26
〃　　12.13 ～

1975. 1.13
zx　　2.22 ～2.1･1

〃　　1.13 ～1.24

19.8a
6.8
18.97

1.99
30.0

0.8
0.13

0 .04

0.02
0 .12
0.11
0.り2
0.41

0.10
0,4
0.08
0.25

0､H

0.20 
a.18
0.10
0.09

4,0
0.17
0.10
6.7

17.0

63.06

17.15
2.08

0.20
1.71

築地 川廊 ，建物，涛
逑物 ，築地 ，盾，土拡

建物，築地 ，塀，門
池，溝，・ 拡
迚物，柵，井 戸

人J.印ぶ壇，四巾 落涛
大垣基壇

大垣雌壇， 西而 落清
坊出丿人路 西側涛
坊間大路 西惧|』済

石組清
柱　穴

建物，湾

建物，札 済 ，井戸 ，土 絋

建物，冊，清，井戸

建物，堀川，井戸

建物，回廊

坦物，回廊，牌，土拡

第１表　1974年度発据置渥状況
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平城寓跡と平城京跡の発掘調捏

営 住宅建設予定地（第93次）などに みられ る大規 模な 公共施設建築の事 前訓査が多 く， 平城京遺

跡 の保存問題 ともあわせて 考え てい く必要のあ る問題 であろう。 また， 今年 度は薬師寺・大安

寺な どの大寺の現・旧境内で の現状変史 の結 果に 注| け べ きものがあ った。

以下ではこれらを２ 部にj つけ【】）平城宮跡（第78次北・81次巾 ・91，92次）と平城宮 束・ 西而大垣

に関 する新知 見, (2) 平城 京内（第86次，89次，90次，93次）遺跡，薬師 寺，大安寺などの 各遺跡に

ついて概要を報告する。

（ １） 平 城宮跡お よび その周辺の発掘調査

推定第２次内裏後宮（第78次北丿　 調査圸|心 ま推定第２次内火内部の東北隅にあた り, 西 は第36 次 ，

南は 第78 次 南調在地IX に 続く 妲西60m ， 南 北33m の 範囲について行なった。今回の調査に よっ

て内 裏地|メ:の 中火部か ら束 半部にかけ て ６割余の訓在を終えたこ とにな り，遺構の変遷や性格

につ いて総合的 な判断 が可能になってきたｃ そこで， 当研究所では第78 次 北地|ぺの調査を 実施

Ｌたのち ，昭 和50 年 １月 ９日に第１回内火検討会を 催し遺 構の変遷を中心 とする検討をｈ･な っ

た。

以下は第78 次 北地IX の 調 査結果を 中心 とし，併せて内火」也|友全体の変 逃につい て， 内裂 検討

会の報告をもとにして略記す る。

第78 次北 険出の主な遺 構は掘 立柱建 物19 棟，築地II･I廊 １条， 捐立柱開列９条， 満 ６条などで

ある。 ?M地|・（ では遺tI117の 亟複関 係で ６川のにIｘ:分 することがで きるが， 内裏地区全 体の時期ぼ

分にしたがっ てＡ～Ｅ 川の５大川に， Ｂ期をBI ，BJ Ⅲこ，Ｄ期をD1 ～DJ 胎こ小区 分す る。

Ａ期　 第78 次 調応倹出遺構はS A6905, S B4775 ・ 8010で あ る。 S B･4775 とS B 8010 は とも

に101njｘ3 fnjで20 尺 の問隔をil’7い て東西に並び 第78 次 南倹山のS 137882 とS B8010 は 内 妻を揃

えて23 尺 間隔で南北に並列する。 これ ら３棟はS B4775 を 北 庇，他 の２棟を南庇 とす るほか，

いずれも 塊模等し く，内部を４室に闘仕切る方法も同じである。S B8010 の 東 約13 尺 隔 てて南

北 閇列S A  6905を4 1M1分 確 認した。こ の柵列はＡ則内裏の朿|白iを|癇山iす るも ので，北|川=册ＳＡ

486 ， 南而圏S A655 と と もに一 辺600 尺 の 正

方形|癇111jを 形 成す る。 この|ﾇﾐ画 の 中火に11ﾐ毆

S B4700 を据え，附属陳として前,Ｍ３楝のほ　？

か，北辺にS  B062 ・069 ・･1837があり，いず

れも桁行の長い東西棟で，正暇の背後に集中　イ=

させている。　　　　　　　　　　　　　　　　　ご鞠

BI 期　 第78次北険||瀧 術はS B 4780･4783　.

・4825 ・ 7873 ・ 8000 ・ 8004， s A8009 ・ 8011

・8045 ，s D 7870 ・ 7863で あ る。

s B4780 とs B4783 の ２ 棟は10 尺 間 隔で 筱

列する101n]×21 川の 東西陳建 物で前 削ま４室

―  11  ―



奈良国立文化財研究所年報

後者は２室に間仕切る。両建物の間隔が狭いため屋根は双堂形式と推定される。 S B4780 の北

50尺隔てて建つS B4825 はS B4780 と両側而を揃え，両建物の東端を柵S A80･15 で繋ぐ。 SB

4825 とこの西に並列するS B･4835 は第36次調在で，それぞれ単廊，柵列と考えられてきたが，

昭和29年調査で後期の北而築地回廊南側溝| に゙ 倹出された柱穴を北側而 とする姓 物 と推 定し

た。これら４棟は後宮北方ブロックを形成する殿舎邵で，この東に南北230尺，東西170尺の内

裏東北隅を画するブロックがある。この中央北寄り,こ９間×４間の４而庇朿西棟建物S B8000

を毀き，西南隅に同じ規模をもっ２面庇南北|東姓物S B7873 の東側面をS B8000 の西側而と柱

筋を揃えて建てる。このブrl ツクの叩端に接して北上し，･|･央で東に折れ内裏外に流出する暗

渠S D7870 がある。この暗渠の東端では，S B7873 の南から東北方に斜行する暗渠S D7863 が

合流している。この合流点はのちに西に41 岬11移されるのであるが，その|齠こS B8000 を廃し

てその東南部に重ｌ して南北棟建物S B8004 が建てられ，合流点を移した際にはS B8004 を壌

してＬ字形の賜S A8009･8011 を設けている。したがって， 次のＢＪ帛こ築地II,|廊を建てる以前

にその下層にS B8000 とIR複して２回の迚替えが認められる。

Bj期の内軣を限る州は東西ではＡ期のS A  6905を踏襲し， 北而はS A486 を南に30尺，南面

はS A  655を南に60尺移動させ， 全体で東酉600尺，南北630 尺のやや南北に長い方形IX画とす

る。この区画内に南北63間，東西59問の方眼｣也割を行なって建物の配Ｒを決めている。一方眼

11盛はしたがって南北10 尺，東西10尺強となるが，各建物の柱配置はほぽこの方眼目盛に合せ

て殆んどの建物を10 尺等間とする。

Ｂ.期　 第78次険||¶遺構はS CI56,  S B064,  S A  8043, S D7872 ・ 8010である。

この時期はBI 期内部の挧列S A  6905を中軸線として築｣也回廊S C156 に改める時期である。

内部の建物はBI 期を踏襲するが, 築地回廊にかかるS B4825 をS B4780 の北25尺の位匠まで南

にずらせ，新たに北庇を附け加えて，南而の縁を4 1n】分に改めS B 064 とする。 S B4780 との

時期　　　 建　　　 物　 規t'≪ 時期　　　 建　　 物　　 規同 時期　　　　 鯉　　　 物　　 規膜

Λ　S B4775　 東 西 陳　10 ×3

S B8010　 東 西 陳　10 ×3

S A6905　 南 北 塀　 ４間以上

Bi　S B4780　 東 西 陣　10 ×2

S B4783　 東 西 日1　10×2

S B4825　 東 西 陣　10 ×3

S B7873　 巾 北 陳　9x･I

S B8000　 東 叫 は　9×4

S B8004　 附 北 陳　5×3

S A8009 南 北 塀　６間以|･

S D7863　 斜 行 清

13 i　　S D7870　 東 叫 溝

B2　　S B06･|　 東 西 川　10 ×4

S B8008　 束 四 哇　４×２

Ｓ Ｃ１５６　 築地川廊　７間以上
x2

S A8043　 巾 北 川　４間以上

S D7872 斜 行 鵬

S D8010　 斜 行 溝

C　　S B4822　 東 西 陣　7×･I

S A8033　 南 北 塀　６問

ＳＤ汕35　 南 北 泌

Di　　SI 佃63　 東 西 脯　12 ×3

Di　　S B8005　 巾 北 挂　7 ×1

S B800  7　束 西 陣　5 ×2

S Λ･1761　束| 叫 堺　 ３閥 以上

S Λ8006　 東 西 堺　 ５間 以上

D2　　S B4878　 東 西 棟　6×3

S B7881　 東 四 卜｛　7×4

S B8020　 東 西 陳　7 ×2

S B8030　 東 四 陣　７×３

ＳＡ８叫1　巾 北 堺　8II1I

E　　S B80･15　 東 西 陣　5×3

S B8U03　 朿 四 棟　３×２

第２裏　第78次北建物時期別夫

― 12 ―



平城宮跡と平城京跡の烈 絋凋杳

第２閥　第78次北発掘調査遺構閥

閧は西端で31 川，東端で２間に仕切る棚S A8043 を設ける。前川の暗渠S D7863 は築地回廊に

かかるため西に移動してS D7872 となり，また， 暗渠S D8010 がS B064 の南|佰こ沿って東進

し，南東方向に折れてS D7872 に合流させるO S D7872 の叫にある４閧や21 川の東西 棟S  B

8008は時期不明であるがS B7873 の北側而と柱筋が揃うためこの時期の増築とみた。

Ｂ,期　 第78 次北地1?（ でＢＪＤこかかる造営はないが，後宮および後宮北力ブl=･ツ刈こ増改築

を行なっている。すなわち，後宮ブ･=lツクで11ﾓ頴4703の西庇を拡げて12尺とし，その前方に前

殿S B4645 を，後毆S B  4710との間に小建物S B4774 を増築し，さらに，後殿の東西両端間を

拡げるなどの改造を行なう。北方ブロックでは新たにＳＢ貂00を増築して，これに伴ない排水

路の変吏を行なっている。

Ｃ期　 第78次北検出遺構はS B4822, S A8033 である。BI 期建立のS B4780 ・ ･1783は撤去さ

れ，替りに７間×4 1Mj， 幻官i庇建物S B4822 の１楝にまとめられ，東北ブロックとの境界に｡は

後宮の東を幽す 屠を延長してS B064 の東南隅にとりつく擺S A  8033が設けられる。　また， 東

北プロッタのS B7873 はその柱抜取り穴から|冂りに 層するll器が川］lすることから，Ｃ期には

廃されたようで，このブロックには建物が一棟も存在しなくなる。但し，暗渠S D 7870 ・ 7872

・8010は，やはり出上遺物の関係でＣ則にはなお存在することが明らかとなった。この時期に

は内裏正殿は同位置で形式が改められ，後宮iE 殿S B4704 は内火中軸線よりずれて東北方に移

動し，これに伴い，後宮後殿を廃して，小建物S B4713 を正殿の北に接して建てる。

DI 期　 第78次倹出遺俳はS B 063･8005 ・ 8007 , S Aj761である。B2川1造営にかかるS B064,

S D8010 は廃され，S B064 よりやや北にずれて12IIU × 3 間，南庇付東西棟建物S B063 に改め

られる。 S B8005 は71 川×１間の南北棟でS D7872 と重複して同時に存在したと考えられる。

この建物の北と南で鍵形に折れる珊S A8006,  S A  7885により，それぞれS B 8007 ・ 7870 B と

－13 －
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第３図 推竃第２次内火変遷図

繋がっているが， これらの圖と建物は臨時の施駿である11f能性が強い。 Ｄ,期の造営は内裏中

火部の大規模な改変を行なっている。即ち，Ｂ・Ｃ川|にわたる内裏正殿一郭の1111廊を廃して縮

小し，脇毆４棟のうち1軻の２棟を残して，内火正殿を南方に移し，両脇殿の北側面と||ﾐ毆南面

の柱筋を揃えた位置に建て，これら３棟を|川む挧でITX:Ililjする。後宮ブロックは遂に拡大して，

挧で仕切られた長力形|利明の中に後宮正殿，前殿を中心に対称性の強い殿が配置を示す。

D2 期　 第78次北検出遺構はS B4878 ・ 8020 ・ 8030 ・ 7881， S A80･14である。liij期造営のSB

－ Ｌレー



'|`城宮跡と･|備 京跡の宛掘｡ｗ｢

063 は規砌縮小して６間×３闘， 東西棟21
白丿庇建物s B4878 に建時え， この東に， 後宮

ブロ

ックの
東を限る圈を延長して北面築地川廊

と結ぶs A804･1 を設ける。東北ブロックはこ
の閇と

弟78 次南険出の東西閇s A  7891 と
によってＢ川よりやや狄い方形の|ぺ11111をつくり，

この中にs

B8020 とs B7881 を24尺隔てて南北に並列させる。 前期までrMIﾐ した斜行陪渠s D7873
は廃さ

れるが， 束西略渠s D7872 はs B7881 の北庇
ﾄ に゙ な:続する。s B 8020 ・ 7881 の２棟はそ

の後撤
人されてs B 8030 の１陳のみとなる。そ

の他のj暇舎は 一部の建物にL攻築がみられ
るだけで，[]，

川の毆が配置をそのまま踏襲している。

以|:は内裏の存続した奈良時代の遺構変
遐のあらましで，図示すると左図のよ

うになるが，
災岡京退部以後，平安時代末まで数次

にわたる小規模姓物が約徘陣rll倹|11しており，第78次北

｣也|ぺでもこの時期のものがs B 8003 
・ 80･15の2Mj μIEする

ｃ
遺物　 第78 次北川十造物は主として暗渠s D 7870 

・ 7872 ・ 8010から多数の瓦, 土器が川ll し

た
。九矧では軒丸瓦が27型式165 個体，軒 ドヽ九

が23刷式18･1佃閥|凵:した。軒丸瓦と軒平瓦
のセ

ッl 関ヽ 係で最も多いのは6313型式と6685型式の組ａせで，次いで6311型式・666･1型式,
 6225 型

式・6663 型式が多く，いずれも神亀年間を中
心とした時期の瓦である。その他和銅年問

に遡る

666･j -
ｃ型式や時期の新し

い瓦 もあるが全般に占い時期のものが1111していると
いえる。

以1:，内裏｣也区の造営時期を主として辺隅の叭複関 係でIｘ分してきたが，それぞれ
の造営年

代についてはＢ川の上限が瓦，上器の形式よ
り冲亀年闘であることがほぼ確定したほか，現rjE

個々の建物川|｡:の遺物との関連で険討巾である。また，辿物との関連で上記の内裏の建物遺術

変遨についても若干修正される可能性も穴んでいる。

大膳職地区の調査( 第81次中)　 調査地は拙定宮内竹人膳職の叫』也|メ:東南隅にあたり，第４次

調査地lｘ:の南に接した東地域約680 ㎡について行なったものである,｡，

造1涛は発掘区東北部で 掘｡立柱建物 ５棟と礫

詼溝１条が弔[複し， その南に発齟 べ中火を 屯

叫に分断 する築地塀 と側溝を 険出した。

礫吸満s D130 は 推 定第１次内裏地1ぺを囲 う

築地1111廊 の 北而川廊 南雨落溝 と推定 され ， こ

の築地1111廊以 前には 桁行9 1nj， 鍜 行２闘， 】0

尺 等間 の南北 陳建物s B167 とそ のi削財tなこ･R

な る小 建物s B  8117とが あ る。 北面築地回廊

はのちに 南方の現二条通 り道路下に移 し, そ れ

にf` r,Jて， この地|心こは 新たに築地堺s Ａ]09

を 設け て人膳職 南･|内iを|ぺ画してい るｃ　こ のμ:

1111j内 に ，s B8116 とs B166 と が 前後して建て

られる。s B8116 は 桁 行５闘， 望 行21n 】の 東

0　　　5　　10　　15M
心

第 叶゛|　第81次中発掘洲査遺構図

15 －



奈良|ぷ|立文化財研究所年報

西棟建物で， 柱間寸法は桁行９尺， 耀行10尺である。S B 166 はS B8116 と同規模の身舎に９

尺の出をもつ南庇をとりつけた平而形式で，S B8116 より新しいと考えられるが，前後関係に

ついてはなお検討を要する。

S A109 の ﾄ 層゙整地上中に軒瓦6732A ・ 6691A ・ 6272型式を， 築地基底部に6282  B型式を出

土していることから，築地塀S A109 の造営は天平末期から勝宝年|川頃と推定される。　築地下

屑の瓦出土地点は丁度第２・４次調査にかかるS G149 西南延長部にあたり， 平城宮nl』建時と

されてきたS G 149 の埋立ては当調査地区に関する限 りではかなり遅れることに なるけ れど

も，前記軒瓦を伴なう土城がS G149 と重複している町能性もあるので，S G149 の埋立て時期

については再確認する必要があろう。

第２次内裏西外郭の調査（第91次）　調査地は，推定第２次内裏外郭の西南隅を含む南北58m ，

東西40m の範囲で第41次調査の西に続く地域であるｃ 調査而積は発掘IK の西北部から南東部に

かけて斜行する輻約８ｍの道路敷を除く約3800111りこついて行な った。

現状の地形は内裏外郭西南隅の築地痕跡と考えられる吐畔が発掘|汲酉端から発掘区中央南寄

りで直角に折れて東に向い，この畦畔を境にして内側は外側より約11n 高い上壇状を呈してい

る。遺構而は旧水田面下約40cmで倹出した。

検出した主な遺構は礎石建物１棟，掘立柱建物６棟，掘立柱単廊１条,築地堺１条,門１棟，

掘立柱挧２条，基垤|状遺構２基などである。これらの遺構を整地川位と重複関陥こより次の３

期に分類した。

Ａ期　第１期整地工市を行ない，内裏外郭

の柵S A8165 を設け，その南に掘立柱小建物

群S B 5495 ・ 8181･8182･8183 ・ 8184を造営す

る時期である川 日地形は推定第２次内乱 朝

堂院地|£が営まれた丘陵の西斜而にあたるた

め，発掘区の東端は西端より約１ ｍ， 北端は

南端より約１ｍ高くなっている。したがって，

整地工事は旧地表の鳥低差を少くするために

西側の谷の部分に約50cm の盛上を行ない，全

体をなだらかな緩斜而にしている。 S A8165

は内裏西外郭の南而を画する第１川の柵で10

尺等間，12間分倹出した。この柵の西端で北

に折れることが予想されたが，一部試掘の結

米10尺等問の位置には検出されなかった。

発掘区の西南部に集中して存在する捐立柱

建物群は，いずれも第１期整地而上にあるが

ー 16

第５図 第91次発掘跼夜巡指図



平城宮跡と平城京跡の発侃凋査

柱穴，規模と 輻こ小さく，Ｂ期以後の造営|ﾝ 釧こかかおる作業小屋のHf能性がある。

Ｂ期　 Ａ期の刪s A8165 から北の内喪外郭内部に盛上して水平に整地した結呎,内裏西外郭

は四1包隅で高さ約ｌ ｍのh 壇を形成する。この土壇の縁に涓って桁行10尺等闘，梁行８尺の听

廊s C8168 を設けて第２期の内尖外郭劃ｘ画する。南面単廊はＣ期の門S B8160 の基壇ドに２

闘分検出したが，一肩1未検出分を|奈いて後||!:の削平により消失している。同様の状況は第35次

調査にかかる束外郭においてもみられ，東外郭南而門 ﾄ 層゙に検出された21n 】×1 1nl分の柱穴は

東|白i廊s C705 から数えて10尺等間で14 ・ 15闘日に411` 11する関心こある。

内裏外郭の東面廊s C705 と西面廊S C8168 はそれぞれ内助II軸線から500尺, 450 尺の位置

にあり，西外郭は東外郭より50尺狄くなっている。

ｃ期　 Ｂ期の単廊がほぼ同位il?冖う築地塀S A8170 に造りかえられ， 南|雨こ門S B8160 を開

き,内裏外郭内部に大規模な礎石建物S B8150 が建てられ,外郭の最も整備した時期である。s

A8170 は基底幅７尺，10尺等間の寄柱の礎石痕跡をもつ築地剔=である。南面築地堺は前期の単

廊より約１川衵こずれて。内側の寄柱痕跡は|こ壇上に，外側は黽壇下に｡検山した。酉而築地寄

柱痕跡は前期甲･廊の内側柱問の中|即こ３個所確認されたのみである。

S B8160 は北朝』面のみ残存し，棟通りと南側面の柱列は後世のijjl卜|勺こより痕跡を とどめ な

い。柱閥寸法は桁行中央|Ⅲ3 尺,脇問10 尺で,梁行は築地桝との関係で13尺2 1111】と推定できるｃ

この門は東外郭南門s B7505 と内裏中111111線に対して対称の位置にある。

S B8150 は７闘×４闘，総柱の南北棟礎石建物で，南５間分を検出した。柱間寸法は桁行13

尺，望行11.5尺である。東側の桁行中央|朏こは９尺間隔で10尺のHiをもつ附段の凝灰岩製簓哘

受けがあり，この建物は10尺前後の床高をもっ高床建築で木製附段が東西巾火間にとりっいて

いた状況を示している。基埴の残存状態は良くないが７尺の川をもつ 凝灰岩製 壇上嘖基埴と

推定される。基埴縁辺鄙と建物内部の各柱間通り中火には足場川掘立柱穴を伴なっている。こ

の建物は東外郭のS B7500 と同規模,同形式で,|佃 地̈ 同様に内裏中軸線に対称の位i!陷こある。

南門の西南方に近接して基壇状遺構s ｘ8180がある。内裏西外郭の|悁川は東に高い緩斜面の

ためs X8180 の西lflljから南『廁こかけて低い上埴状となり，西|翔には凝灰岩製側満が一部残存す

る。束面では|[|位置より乱れて石敷列があり，土壇状の規模は東西30 尺，|豺北45 尺程と推定さ

れる。この内部の四而から約７尺内側に延石風の凝灰岩製石敷列があり，また, ifrifiiにも東叫

方向の凝灰岩が１佃体残されている。これを建物の地覆石とすればS ｘ8180 内に３間×２問の

南北棟礎石建物の存在が想定される。

南門の西，築地塀の北に椄して溝S D8163 に囲まれた基埴状遺構s X8175 がある。規模は東

西約14m ，南北約５ｍの東|岶こ細長い凝灰?.F製基壇と推定される。溝S D8163 は南門の北兩落

溝を切っていることから,この基塊は後の増築と考えられる。なお,S B8150 の東側面に接する

４問×１間の南北陳掘立柱建物ｓ B8155 もs B8150 にfヽ j髄 した増築と認められる。

遺物　 発仙|区西南部の整地土下より200点を越える木簡が出土し( 別項報告) ，平城宮造営に
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関する新たな知見を得た。また，瓦や土器類をはじめ，多j,1:の遺物がl i -'l I:した。瓦類は軒瓦約

900 点のうち6225 ・ 6308 ・ 6663 ・ 6664形式など第２次内尖，倒堂院所川瓦が約70％を占める。

11器煩は上師器，須忠器，灰釉陶器，緑釉陶X;が少量のほか，円而硯と蹄脚硯が各２個体出土

した。その他の遺物では甌 曲物，箱側板などの木製品と銅製帯金共がある。

以上の各時期の年fりこついては，Ａ期の整地工小が出-11木簡より平城宮造営ｉ 初まで遡り，

これに続く内裏外郭内の第２期整地上中より平城寓‖期の土器，軒丸瓦が出」二したことからＢ

期造営の年代を神亀年|聞こ比定できる。Ｃ期についてはＢ刈を余り下らない天 ﾄヽ 年゙間に雌くの

が妥｀11と思われる。

宮西方官衙の調査（第92次）　 調査地区は 佐紀池西 南端の堤に接する小字「池尻」にあり，

152  nfの範囲について行なった。調査地の東に接して推定第一次内裏地|･（ の内を限る高さｌ ｍ余

りの上壇があり，西は唯紀池を含む南北に延びる谷状の低地となる。木調轟は平城宮跡の整備

にともなう浄化水漕設置のための小前調査として火施した。

調査の結果，池，溝２条，収状遺構などを検出し，大きく２時川にlｘ:分できる。

Ａ期　発掘Ｋ の下部分が池状の低地となり，南西と朿南側が冶1く，北に向って地山が ﾄ 降゙す

る。中央部を輻２～３ｍ，深さ0.8m の南北碼S 】〕8195が南流するが，発掘|£南端では溝肩が

明瞭でなくなる。この術および低地部分には木屑を多Jlbこ含む暗禍色|;層が30～40cl程厚く堆

債し，和銅６年の年紀のある木簡が出土した。

S D8195 は当調査地の南約110m で実 施 した第28次調査の南北溝S D3825 につながり，推定

第１次内裏・朝堂地lｘ:の西に接して宮域を南北に縦断するものと雛定される。

Ｂ期　発黼 ぺの西南部に約１ｍの盛上を行ない,S D8195 を埋めたて，池S G8190 をつくる。

池岸が袋状にいりくんだ部分に排水溝S D8198 が設けられ，南方の第28次調査」也|べではＡ期の

南北清を東に拡幅したかたちで遺存している。池と排水満の接続部の両岸にS X8192 とこれに

ともなうS A  8191, S X8194 があり，S X8192 は後に北側に寄せて闍S A8193 に変えられる。

堰の施設かともみられるが確証はない。

出上遺物は土器類のほか軒丸瓦6284型式20点，木間38点，木製品（曲物・鵑・ヘラ）がある。

これらのうち,軒瓦6284型式16点と木簡，

木製品はいずれも暗褐色粘ll層から出土

したものである。木簡は前述の「和銅六

年」銘を有する越前岡能ぴ邯の庸米，伊

勞国三亜邵からの黒鯛の貢進扎のほか，

貢進物は不明であるが，越|侑・美作・播

磨の諸国名がみられる。
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平城宮跡と平城京跡の発細μ績

東面・西面大垣　　第88次調在のうち，平城‘陌ﾉ刈f西の人垣地lｘ:にかかる川状変史が数件あっ

た。いずれも家屋の改築による事前調査のため，小範問の発掘調査しか印めず，かつ吸Iltの攪

乱もいちじるしかった｡ しかし，その中でも人111の状況を片 目巴握できたものがあったので，

その概要を報告する。

齠nj大垣　いずれも東院の東面大垣地lｘ:であり，第88－ 3 ・ 12次では坊間人:路の西側溝の 一一部

を倹出した。溝は全幅を明らかにすることはできなかったが， 州完東南隅地域の発掘調査( 第

44次) の所以から判|听したものである。第88　2 ・ 3 次では築地本体の検出はできなか ったが

大垣基壇と西雨落溝を２個所で倹川している。また第88－16 次では，人｣-I:1爪壇が地山を削り出

しているものであることが明らかとなった。そしてこのllに約30cm の債llを残していた。

叫面大姐　第88－ 1 次では西面大11りぷ壇および西の|=lj落溝を検出した。jIU塊は幅約6 111で，南

北にのびるが，地山llに約40cl の債llをとどめていたｃ 第88‥13 次でも人姐基壇の地1占|めのた

めの整地ll を険出した。いずれの地lｘ:でも築地本体は險出できなかった。第88－19 次では発掘

範囲の関係から大垣に及ぶことはできなかった。

平城京跡の発掘調査

左京３条２坊の調査( 第86次)　 本,明夜は余良市庁が建設に伴う･j脯f訓査である。新lh庁舎は

余良市北部Ilj'の旧三笠中学校跡｣剴こ計画された。このうち敷地の西罘部については，昭和48年

度に第83次調査として兒|糺凋査を実施し，10坪と15坪を|ぺ11111する南北小路をはじめ多数の遺構

を険出した。昭和49年度は第86次調たとして，敷地の東ｔ 部・ﾉIﾐ京３条２｣力15坪の中心部につ

いて発掘調査を実施し，占墳時代，余良時代，ヽ|゙安時代ｙIIIIIJ､降の遺111.1yを倹出した。

なお，第83次・第86次の調査結米は｢ ドヽ城京ﾉI{京三条二坊,1　 奈良川し文化川一研究所学報第

251Ⅲ，1975年10月－ として報告,!lを|:|}行しているので，ここでは筒単にその概要をのべるっ

古墳時代の遺構　i･IV二条を吹出。調査IXの|削れ部に検出した満は，叫流して幅３～７．５ｍ・

深さ1.2  mを洲る。堆嘖|:中から，5 111:紀末ないし61 止紀初頭とみられるlll':IIぼ;と木襞品を多

数採集した。

奈良時代 。ヽ |゙安時代の辺術　昨年度の匳出分を穴めて，15坪のTIﾐな辺 隅には 掘立柱姓物31

陣，朸μ/l柱剔=30条，溝７条，築地１条，道路１条に片戸６基があるｃ これらは人きくＡ・Ｂ・

Ｃ・Ｄの４期に|区分でき，さらにＡ期は３期に，Ｂ期は2j りに 細分できる。この時期 ぺ分に実

年代を比定すると，Ａ,川の廃絶期は神亀から人 ﾄヽﾞ削年頃(730 年jiij後)，A2 期の廃絶期は人平末

年頃(745 年前汲)，ＡＪＩの存統期は750 年を中心とする頃，Ｂ期の廃絶期は780 年頃, Ｃ期の廃絶

期は８匪紀木から9 111:紀 初頭，Ｄ期の廃絶期は9 1U:紀中頃となる。

Ａ挧の建物は東西の２咋にわけられ，各昨は貼本的に３棟で構成される。すなわち，大規模

な東西棟の主眼を中心にして，その南北に１棟ずつ朿西陣の1･,ill屋を配置する。また両部の東西

中軸線は，坪の中火から各々85尺に振 りわけられた線上にある。さらに両ｔ 屋は心をそろえて

東西に並ぶように配置されている。Ｂ期の建物も２群におけることができる。各邵の七屋を東

－ 】9　－
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時 朗　 建　 物　 脱 励　 尸1学 期　 疸　 物　 脱 僥　｜ 時 期　 建　 物　 現 膜

Ａ３　S  B ８６７　東叫Ｈ!　６　×２

ＢＩ　S  13 ８６９　東西川　 ７　×４

Ｓ Ｂ ９８７　東叫陳　3 α×4

S B 962　 東西陣　６　×２

Ｓ Ｂ ９６･ｌ　東西陣　４　×２

Ｂ２　S  IJ ９６３　東西陣　 ５　×２

ＳＢ ９９Ｓ　!町叫陣　 ７　×２

Ｃ　　S  B ９８６　巾 北陳　7 ×2a

Sli 983　　　　　1 α×2

Ｃ　　 ＳＢ ９８･１　　　　　２　×２

Ｓ Ｂ ９８２　東西陣　3　 ×2

SB999　1 旧ﾋ 棟　２　×１

Ｓ Ｂ ９７１　朿西陣　３　×２

Ｄ　　S  H ９７０　東西仲　 ５　×４

Ｓ Ｂ ９８５　東西棟　 扣 ×3 α

S B 995　 東内 陣　３ × ２

ＳＢ ％５　１囮ﾋ 陳　３　×２

Ｓ Ｂ ９８８　山北 棟　５　×２

第３表15 坪,1戔 建物一覧

襾に並べる原則はＡ期から踏襲されているが，姓物部の中で，中軸線上に剛Ｍを配置する原則

はみられない。Ｃ則はＡ・Ｂ川と全く異なった建物配置をfiなう。坪は南北の掘立柱瘠で巾央

から東西に二分され，姓物６棟は東半に配置されるが，小規模のものが多い。Ｄ期の建物も坪

の東に配殴されるが，Ｃ期の配置とは異なる。Ａ期のように２棟の主眼を朿西にならべるので

はなく，主屋と思われる広廂の東西棟に中心線をそろえて南と北に配置している。

15坪は細分されずに坪ごと１戸に班給された家地とみなすべきであり，２坊大路に接し平城

宮の束南約500  mという占地・建物の規模からすれぱ,411` 11商位の居住 癶を想定することができ

る。Ａ・Ｂ期では主雛と剛訛が東西に２組配唯され，井戸，郊舎を共有する２家族の居住が予

測されてお り，戸主に代表される１戸内での家族構成，家族の居住のあり力を只体的につかむ

てがかりをえた。
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平城宮跡と平城京跡の発鵑 冽在

左京２条２坊14坪の調査（第89次）　 本調査は，当研

究所雌蔵文化財センター宿舎建設に 伴う事前調 査であ

な‥纛汨也は，左京２条２坊14坪にあたり，東餠］は，川

定呶２坊大路と境を接している。調的 よ２功大路朿川溝

の閲117と，坪境における遺孱の状態を確認することを川

的とし，予定地中火を南北に貫く長さ約60m の1･レンーｆ

と，その両側に長さ約10m ，幅約６ｍの東西トレンチを

北，中央，南の3 flj’d所に設定した。

造昨 よ，屑位や伴川造物によって奈良時代中葉からヽI'-

安時代初期 （Ａ～Ｃ川） およびそjl以降におけることが
ー

できる。余良 一平安期の遺構は，建物８棟，椢８列，溝

５条，井戸１基，土鳩10 裁等がある。なお，当初の||的

のひとつであった吏２」力人路側満は確認できず，今川の

調在の範闘外であることが明らかとなった，

Λ川　南北に連なるS K017 ・ 018 ・ O］9 ・ 022の上鳩が

あり， 後に大量の十器， 瓦とともに整地してS B002 ・

二

０　　 口，　1 卜1
-

003 ・ 08， S A004 などを作る。

Ｂ期　S B002 ・ 003を廃し， 人きなHE掘形のS Ｂ001

画4

moi　　l　i]壁 回

ご

口
は規楔は不明だが，梁行２問，桁行･|間分を検出した。　 第８閥　左京２条２坊14坪遺術肥吠閥

各柱闘は８尺等闘である。S A009 は３間の南北搨だが，S B001 の||隠しJM=とすjl ば,S B001

は身ガのみの建物となろう｡S B001 の柱抜き取り穴からは 多叺の余良右の利器とともに二彩

・三彩の瓦片が出| ユ た。

Ｃ則　S B005 ・ 006 ・ 007，S A010 ・ 011 ・ 015， S E026 ，　S K021  ･ 024が層位などからこ

の期に分類できる,。これらはさらに細分できるが，令体の配置は不詳である。，S E026 はtl¶(傑

約60cm の曲物を井戸枠とＬたもので，川上から ﾄヽ 安゙ 仞則のll席器が川I: L た。S K02 肝印iL

い時期の土壌で，内部からは 訓,1:の炭化物，鉱滓片，るつぽなど鍛冶関係の造物が出| 汢 た。

これと関連するものに，発掘区の南隗　S K06f･j'近の μ･?で㈲11した10教条の満があり，哩土

の状態は同じであ。た。このH'近でたたら作業を行な･,たことを示す ものであろ･谿

ヽlg安以降，内部に少:11:の瓦Ｓをrl≒ た碑が数条ある｡ 農排に関｡竃したものと考えられるから

この頃;こは大半が水|旧 匕していた二4,のであろう。

今川の調介は発掘面債が少なく，坪内部の辺隅状況は確認Ｌ得なかった。しかし左京３条２

坊の調査で( 第86次)確認した東２坊人路1川it脇 の座1:1,1切 らヽ計算すると，奈良時代は主要な姓物

は坪境に接することjcく，少なくと4リＪ劉腦冓から７・８丈余｢21 ～24nリ　の空閨｣皀があり，

その間心 よ囗|詆凵畩冫`片戸等fiﾐ宅に1･j･|鷁する施,没がjｙ バこと橲定さ｡ねる。
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左京５条１坊の調査( 第9〔〕次)　 本調査は奈良県警柏木基地の建設に伴う事前調在である。訓

査地は奈良市柏木111j‘長塚に所 在し，左京５条１功４坪・５坪にあたる。 ４坪は昭和･18年12月に

行なった第85次調在|ざの東lこ接している。調査|ぺ全域から多数の遺構を険出したので，坪ごと

にその概要を述べる。

４坪の遺構　 倹川した奈良時代の主な遺1111いこは,掘立柱建物15棟，掘立柱塀３条，井戸４基

m  2 上墳３基があり，大きく３期に区分できる。

Ａ川　 宅地は素掘りの溝S D908 で南北にIX分される。 1qjの区両では，南に廂をもつ東西陳

S B1073 が｢11心建物となり，その朿にＳ Ｂｎ０２,西にS B1080, 南西にS B1075 が配置される。

Ｓ Ｂｎ０２は中心建物S B1073 の身舎部分と同規模で，棟を東内の一線上にならべているｃ この

時期の井戸にはS E1093 があるが，井戸枠などは残っておらず，|｡|凵l遺物も少ない。

Ｂ川　 宅地を|淵IUjする施設は，碼から椈に 柱剔=S A1082 に変わる。中心建物はS B1071 で，

Ａ期の中心建物の位置よりも南に移り，桁行も１悶拡げられて６間となる。中心建物S B1071

の東に巾北棟S B1100, 北東にS B1103 ， 北|啝こはS B1077 が配iRされる。 ＳＢｎ００の南妻は

S B1071 の南側柱列にそろえられ，両建物問には掘立柱剔=S A1091 が設けられる。井戸には新

しく捌られたものはなく，Ａ期のS E1093 がそのまま使川されたものと思われるｃ

Ｃ期　 宅地をIX両する施設については,S E1081 の掘形がS A1082 の線上を切って掘られて

いることから,この時期には取り払われているようである。中心建物は朿西棟S B1072 で,その

東にＳ B1104, 南朿にS B1101 ， 西にS B1076 が配此される。中心建物S B1072 はＢ期の中心

建物より北に移り，Ａ期の中心建物と一部重複する。S B1072 の桁行は総長14m を測り，Ｂ川

の中心建物S B1071 と同規模であるが，S B1071 が６間であるのに対して，S B1072 では１闘

減らし51n 】とし，11 川あたりの柱問寸法を長くとっているｃ また， 心から２問|] には|副|:切り

０ 　　 ５　　 １(〉Ｍ

１　　　 １　　　 １

西 地 区

柚９閥　　 左京５条１坊4・5坪遺匳実洲図
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'ﾄ 城゙宮跡と卜ヽ城 京跡の発振調介

を設ける。井戸は新たに掘られたものにs E1081 がある。井戸枠は曲物を三段に重ねたもので

曲物の川囲に長い板を縦にならべて囲いとしている。遺構検出面からの深さ2. 2 mである。

SD908 ・ SA1082 の北側の区画では 全体の規砌を知りうる建物を険出しておらず， 時期区

分も明らかでない。S A1085 はS B1087 に関連したものであろうかc JI-PS E1095 はs E1081

と同じ方法で作られてお り，Ｃ期の可能性が強い。

５坪の遺構　 禰hlyl柱建物６棟,掘立柱H  2 井戸１基, I-JS5 4≪-を倹川した。姓物には令

体の規模を知りうるものはない。 S B1129 は匍こ廂をもつＳ ＢＨ３０より新しく，柱根を残して

いる。井戸S £1122は方形の掘形をし，厚さ4 cnl前後の板を５段以上に亟ねた井頡組みの 片

戸枠をもつ。東叫1.2m ・南北1. 7 mf 遺構|剣|Ⅲiからの深さ1.5m の規模で，堆積| 川1か ら

少量の上器が出llした。なお４坪と５坪問の末調在部分:t幅30 ～35cmが残っているが，南北小

路部分にはすでに盛llがなされており。 洲だできなかったｃ

遺物　 出 目11:は少なく，土器はS D908 とs E1081 からややまとまって||｡凵lした。ぶ1･Sil凵:器

は３点あり，S E1081 から出土した短黔.aい 須忠鄒 の底部外ifiiのものは「泉」と読める。ほか

に硯片３点が||凵lした。瓦では軒瓦朗|｡凵lは数点にすぎない。そのうち，S B1071 の柱穴から

軒丸瓦6308型式１点・S B  1077の柱穴から軒丸瓦6304型式１点が||囗lした。各期の遺構から出

llした遺物は，いずれも８世紀中葉以|丗のものであり，Ａ・Ｂ・Ｃ期の遺構は比較的短期間に

造替を咀ねたものと思われる。

今川の調査を通して，４坪内にはきわめて計1111的に建物を配置していることが明らかになっ

た。５条大路を側満心々距雎で８丈， 羽平の北と東の小路を術心々幅４丈とすれぱ，宅地境界

施設と思われるS D908 ・ S A1082 は坪を南北に･1等分した線卜にある。また，各期の中 心 建

物は南北に移動するが，その東西の中心線は変らず朱雀大路朿側盾心から45m の位 置 に あ た

る。このように坪内を|囮ﾋ に４等分し，束内の２等分線|こに束|川柬の中心建物を配置したもの

と思われる。

左京８条３坊の調査（第93次）　 本訓在は奈良県化宅供給公阯が，余良II」‘東９条町字姫寺に｡計

画した西売間団地建設に伴う小前調査である。訓査地は左京８条３坊9 ・10・15・16坪にあた

り，10坪はダ城京の東市榎定地（左京８条３坊5 ・6 ・7･10 ・11・ぽf ）6 坪分の東北部分を占

める地域である。,洲査は２年度にわけて行ない，本年度分として，9 ・16坪を中心に10 ・ 15坪

の一部を調査し，昭和50年度に第94次調査として，10 ・ 15坪の1ﾐ要部を調在した。･なお両次に

わたる調査既報を リIﾐ京８条３坊」として昭和51年３川;二刊行予定であり，ここでは第93次の

調在についてのべる。

第93次調査で険出した遺搆には弥生時代と奈良時代のものがある。

弥生時代の遣廣　貯職穴１基，溝，小ビット昨を検川した。貯成穴S K120Q は９坪のS E11

80の南西で倹出した。| 断11.5m の円形プランをとり， 断irti形はＵ字形，深さ102cmを測る。

貯蔵穴内には木JS･など打機質を含む灰鮒llが堆陌し，第Ｖ様式|■抔,ｼ，゙災州啗ﾓ，高胚，甕，鉢）
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16点を採集した。溝は，幅20c・から4 111のものまであり，規模は一定しない。各溝とも灰色砂

が堆積し，その中から磨滅の著しい第Ｖ様式の ¶l器片が少 叺||¶土した。これらの溝は自然の流

路の可能性が強い。

奈良時代の遺構　 主な遺構に堀河，寺院，小路および道路状遺構jll立柱姓物，井戸があり

ここでは条坊遺構と各坪内の遺構にわけてその概要をのべる。

条坊遺俳　堀河S D1300 は９坪の中央を北から南に流れる状態で検出した。｀11初は素掘りで

遺構倹出而の幅約10m, 深さ1.4m を測り， 奈良時代後半には， 杭と平板を組みあわせたシガ

ラミ状の施設で護岸工事を行なっている。堀河の両岸には築地，道路などの施設はなく，岸い

っぱいまで，宅地として利川されていたものと推定される。遺物は上器が大半を占めるが，人

而土器，土馬，人形，削りかけなどの祭祀的性桁を もつものや鋳造関 係の遺物とともに鋳放し

の和同開弥３点が出上したo ljl廿l土器では，奈良末のものに完形品が多く，それ以前のものは

破片で検出される傾向にある。このことは堀河の清掃が定期的に行なわれていたことを示すと

とい こ平城京の廃絶に伴って，堀河も廃絶したものと推定される。

小路S F1160 は９坪と10坪を区両する東西小路で，南側溝Ｓ D1155 と北側清S D1156 の側清

心々幅は約６ｍ（２丈）である。 S D1155 は幅3. 4m ～3.8m, 深さ1. 2m を測り，西に流れる。

西寄りには，10坪内に入る橋S X1157 が設けられるo SD1155 からは，奈良時代前半の土器に

伴って木簡，木製品，金屈製品，布片，紙片，皮革片など多数の遺物が川一|:した。木簡の中に

は「匚東宮青奈　 直口」と判読でき，市での買物の」モ的な意味にとれるものがある。市との

関連を示す造物と推定される。

北側溝S D1156 は輻1.2m, 深さ50cmで西流する。溝の東端は,９坪内の逆路状遺構Ｓ X1174

の西側溝S D1173 と合流し，南北小路の西側溝S D1172 とは合流しない。

時　 期　　 建

A　　SBHgU

S B1202

S B1203

S B122()

S B1212

S B1250

S B1251

S 131266

S B1267

S B1296

B　　SB 日81

S B1197

Ｓ Ｂ1210

S R1222

S Ｂ1244

Ｓ IS 1255

Ｓ B1264

物　　 規　模

東 叫棟　５

東西 棟　３

南北匯　3

1限化陳　６

東 四陣　３

東叫 棟　３

南北棟　３

東 西陳　４

南北陳　３

南北{東　２

南北陳　３

巾 北闃　３

南北棟　３

東 西陣　3α

南北は　３

南北1東　３

束西棟　Ｉ

川　　 建

×

×

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

3

2

2

2

2

2

2

3

2

2

2

2

3

2

3

2

1

Ｂ

Ｃ

物　　 脱　役

S B1268　 東 西 陣

S U1275　 東 叫 陣

S HI  292　11晩叱陳

S B1293　 南 北 棟

S B1301　 東 叫 朿

Ｓ 151178　 東 西 陣

S B1192　 巾 北 は

S  Bll り3　 東 叫 陸

S R1204　 南 北 川

Ｓ 131211　 東 西 仲

S 131219　 東 叫 陳

S B12,15　 東 西 川

S B1257　1 吏 四 似

S B1263　 巾 北 川

Ｓ 】i 127-1　南 北俥

S R1290　 南 北 陣

S 111295　 南 北 陣

３　 ×

３　 ×

３　 Ｘ

２　 ×

３　 ×

３　 ×

４　 〉く

７　 ×

５　 ×

３　 ×

２α Ｘ

３　 〉く

２α Ｘ

３　 ×

３　 ×

１α ×

２　 Ｘ

針 衣 左京８条３縦| 迚 物
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期　 建

3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

2

2

2

2

2

2

D　 ＳＢ 】179

S Ｂ1205

S B1223

S B12-41

S Ｂ1252

Ｓ B1261

Ｓ Ｂ1269

Ｅ　S Ｂ1183

Ｓ B1189

S Ｂ1206

Ｓ B12  Ifi

S B1270

Ｓ B1273

Ｓ H1280

S Ｂ1294

物　 規 模

碩以

東叫陣

東西川

東西陣

南北陸

東西棟

東西棟

東四陣

削ﾋ 陣

削ﾋ 陸

函瑁東

東内陣

東叫棟

巾北仲

南北陣

5

3

3

3

4

3

3

3

3

3

3

5

2

3

3

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

-



袒佰個;と平城刺柱）発掘ぶ賍

小路S F1170 は９坪と16坪とを区|山け る|毟1ﾋ小路であるレ|れ側溝S D1171 と西側溝S D1172

間との溝心々川離は約6n イ ２丈）である。 以側溝S D1171 は幅1.0 ～3,2 m ， 深さ60cmで満

の落差はみられない。溝の南端は幅50cm, 深さ20cmの規模になり，以西小路を匳断して，南側

溝Ｓ 01155 に流人する。西側溝S D1172 は幅約ｌ ｍ， 深さ30cmの混同をもち，東側術と同随に

清の落差はみられない。この溝の南端はいずれの溝ともっながらずに終わるが，そのに雌は，

㈲ 叫　ylj μ 笥3j力｡|特 辺隅肥μＮ
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S D1161 の東延長上にある。　　　　　　 「

小路S F1331 は10坪と15 坪を 区画 する南　 ヴ。1,=｡:

北小路で，東側満S D1330 と西側溝S D1332 1111

を伴う。当初，東側溝は暗渠S D1166 として　Si

西北に45度の方向で析れて，西側溝S D1332 
听

北端に合流し，東西小路南側満に流入してい　卜
jり

る。後に暗渠は廃され，S X1330 として北進

し，南側清に流入する。西側溝S D1332 は幅

1.0～1. 8m, 深さ30cmで，東四小路の南側清

に流入する。 第ｎ図　s X1165 暗 渠(束から)

小路S F1430 は15坪と16坪を区画する東西小路で，調査圸の東に設けた南北トレンチで検出

した。南側碼S D1404 は幅1.9m, 深さ70cm, 北側溝S D1405 は輻90c・，深さ1. 5 mである。ま

た，両側溝の心,々 距離は６ｍ（２丈）である。

東西小路と南北小路の交叉点では，東西小路の南側溝S D1155 に木製暗渠S X1165 が設けら

れる。東西の全長3.1m, 幅1. 2m, 開口部の高さ約50cmである。暗渠の構造は，直径約15cm,

長さ1.0 ～1.2c・の杭を溝の両側に５木ずつ相対して立て並べ，その外側に十留めの横板を重ね

て側壁とする。杭の内側に10c・角の柄穴をあけて角材を差渡し，暗渠の天井板を受ける。天井

板は輻10～15cmで９枚並べ,暗渠両端では天井耀より30cmせり出している。この天井板の上に，

さらに60cm程盛上して暗渠を形成している。また，暗渠の西は約61 川こわたって暗渠と同輻で

護岸用側壁および杭が残存する。

暗渠の前身は幅約2. 4 mの素掘り溝で， 陪渠西出口付近には溝底を横断して約２ｍの堰が 残

る。この堰の南端は斜行暗渠S X1166 の出口と小路西側溝の合流点に設けられた堰板の東端と

つながり，斜行暗渠S X1166 と前身の素掘り満が同時期であることを示している。これら２つ

の堰から西には，S X1166,  S D 1332 ・ 1334からの排水による溝壁の乱れを防ぐために，約２

ｍ幅の側板擁壁を設け，溝底にはバラスを敷きつめている。

陪渠S X1165 の前身の溝には，暗渠と同副I陷こ橋が掛けられており，ち ょうど暗渠両端と揃

えて北側の溝肩に２個の礎石が残され，橋桁を受けていたものと考えられる。

9・10 坪内の遺構　 各坪内の遺構のうち,15坪には寺院址と捌立柱堺がある。 16坪では掘立

柱建物７棟，挧立柱塀３条，溝１条，橋１基を検出した。いずれもトレンチ調査のため，その

全貌を明らかにすることができなかったので，ここでは9 ・10坪の遺構について述べる。

９坪の遺構　 坪の東南部にあたる東西37m ，南北73m の範囲を調査し,掘立柱建物54棟，井

戸４基，道路状遺構，圸告||り溝等を検出した。

道路状遺構S X1174 は南北小路ど平行にあり，西には側溝S D1173 を伴う。 南北小路の西側

-
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溝S D1172 とS D1173 の満心｡々 距離は小路幅と同じく６ｍである。 S D1173 は中央に開[]部を

設け南北に延びる溝で，南端は四に折れて東四小路の南側溝S D1156 につながるｏ 中央開口部

には１間の門S X1229 が建てられ，９坪の東の入｢| となるc SX1174 の北端では，S X1174 を

遮る形でS XI287 が作られるが,小路の西側溝Ｓ D1172との亟複関係から，S X1287 が新しい。

Ｓ D1173の堆積上からは，S D1172,  S D1171 と同じように奈良時代の各挧の土器が|↑凵lして

ており，小路側溝との前後関係は認められない。また，S X1174 上に建物が作られないことか

らしても，S X1174 は奈良時代を通じて道路状の空間地として利川されたものと考えられる。

南の逆路状遺構は，東丙小路の南側溝S D1156 とその南の溝S D1161 とのlnlのS X1162 が考

えられる。規模はS X1174 と同じであるが，この部分に建物や掘立柱堺が建てられていること

や，輻60c・，深さ10em のS D1161 から11凵;するll器が余良時代後半のものであることからする

と，S X1161 は奈良時代後でに敷地を狭めて設け られたllf能性が強い。

９坪内の建物，井戸は宅地の｣也割溝でlｘ:II町されたIX域に配置されているIIJ能性が強い。すな

わち，坪は堀河で東酉に二分され，東の宅地内を東西に横切る小溝間の距離は，S D1310 とS

D1271 間で30  m, S D1271 とS D1258 間で15m,  S D1258 と東西の剔=S A1175fniで32m となる。

このことは，坪が東西に二分され，さらに朿の部分は南北に100尺・1/8 町，50 尺・1/16町の宅

地c･こ区画されていると推定される。しかし，建物の中には，｣也割清と 重複して いる ものがあ

り，宅地幅の変更もあったものと思われる。

狗|立柱建物54  fill,井戸４基は５期に細分できる( 第４表)ｏ

Ａ期では掘立建物10 棟，井戸３基がある。建物・井戸はi射北のこ 邵があるが，井戸は坪 の東

によせられ，|･引ﾋ 線をそろえて配iIIﾌ:されている。|帽洋はM  S A1175 と東西溝S D1258 で

区両された中に，建物引凍，井戸２基がある。姓物では身舎２問51 川で北に廂をもつS B1190

が中心建物となる。井戸S El  180は一辺90cm， 深さ1.8m の横板井汕組みのもので， 奈良時代

末まで使用されている。S E1195 は一部を倹出したが本体は未掘のためその詳細は不明である。

北群には建物５棟と井戸１基がある。建物５棟S B 12  42 ・ 1250 ・ 1251 ・ 1266 ・ 1267は中央を

空地にしてその周闘に配置される。井戸S E1230 は一辺90cm, 深さ1.  6 m の方形の縦板紅の井

戸である。この井戸も何川かの清|帚を行ないながら奈良時代末まで使川されている。

Ｂ則には建物12棟，井戸３基がある。次のＣ期とならび，地割溝による宅地割をつかめる時

期でj ぷIlfまたはｙXI｣'で宅地に建物と井戸をセットにして配置している。坪の南ではS D1258

を北の境とし，その南に中 央部を空地 にして建物４棟(s B 1181 ・ 1197 ・ 1210 ・ 1222)を建て，

井戸はS E1180 をひき続き使川する。その北では，S D1258 とS D12711."]を50尺にとり，井戸

S E1230 と２陳の建物S B 1244 ・ 1255が配置:される。調査lj(の北ではS D1310 とS D1271 問を

100尺にとり，建物６棟と井戸S E1260 を配置する。井戸S E1260 は南のＳ Ｅｎ８０とS E1230 の

線上に新たに掘られたもので,- 一辺約１ ｍ， 深さ1. 3m の力形捌形の底回III物を据えている。建

物６棟はS D1281 で南北の３棟ずつに分離でき，このIX域はさらに細分されるIII能性が強い。
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Ｃ期には建物12棟がある。建物の配匠等についてはＢ期を踏襲し，それほどの変化はない。

Ｄ期には建物８棟が南に集中する傾向がみられる。Ｂ・Ｃ期と異なって，中心建物とよべる

ような大規模な建物もなく，建物数も少なくなる。井戸S E1260 は廃絶し南の道路状遺構sx

1162はこの時期になって宅地を狭めて作られる。また，S B1252 のように地割溝と重複するも

のがあり，宅地の変更があったものと推定される。

Ｅ期では建物８棟があるが，DJUI より散在する頤向がみられる。

９坪の調査を通して，小路と平行で同じ規模の道路状遺構の存在が明らかになった。また建

物規模は桁行１間から６間まであるが３同程度の小規模な建物が大半を占める。９坪は市に｡関

係した施設とも考えられるが先述の左京３条２坊15坪や５条１坊４坪の建物よりもさらに小規

模であり，宅地割の問題を含めて，平城京内の宅地のあり方の多様さを示している。

10坪の遺構　 道路状遺構１条，溝２条，掘立柱建物１基，井戸１基がある。　10坪は東市推

定地の東北部にあたるが，市の外川を1区画する施設はみられない。道路状遺構S X1333 は９坪

のＳ X1174 と連続するもので，坪の東に検出した。 S χ1333は西に側溝S D1334 を伴い, SD

1334と南北小路の西側溝S D1332 との溝心々距離は６ｍ（２丈）である。 井戸S E1392 は曲物

を使用した井戸で一辺1. 1 m, 深さ50cmの方形の錮形の底に，さらに直径55cm, 深さ55cm の円

形の穴を掘り，そこに曲物を据えつけている。今回の調査で検出した建物は２間３間の東西棟

S B1391 のみであるが，第94次の調査ではこの南に多数の建物を検出したｏ

薬師寺西僧房地区の調査　　今回の調在は伽藍の復原とその変遷を明らかにするとともに， 境

内整備計画の資料を得る目的で，寺の委嘱によりとj調査部が行なった。調査地域は西朗房跡を

中心として，食堂西端，鐘楼，西回廊などを含む地域と現木坊の北方地域とである。以下順を

追って述べる。

西僧房　　薬師寺僧房については，薬師寺発掘調査団（目1長杉山信三氏）による昭和45年夏の

調査で東僧房を検出しており，僧房の位瞳，平而などが明らかになっている。今回の調査は食

常をはさんで対称の位毀にある四㈲房にっい

て行ない，大房，小子房の一部，両房の間に

ある付属屋及び石 溝で画された空地を検出し

た。 大房北側は中世の溝によってかな り破壊

されてい たが，大房は 厚く焼上に覆われf呆存

は良好であ った。

にヽ丶

僧房基壇は 径20cm 程 の玉石を 一列に並べ たI
l 、･口

低いものであり,大房,付属屋，小子房がとも･ り

に同一基壇上に建設されている。基壇前而葛

石の出は庇柱心より2.1m で，その南に接し

て幅約80cm，深さ約20c・の素扼1りの兩落清が

28
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設けられている。人房は食堂と|東心をそろえた東叫|柬であり，食堂酉方にとりつく第一房から

第L 房までを険川した。食堂西側面と前房東海は心々で約７ｍ離れる。大房一房は桁行２間・

20尺（ か|え尺）,梁行４間・38 尺であり，隣りの房とは壁でfl漏 られる。各房は梁間20尺の身舎と

前後各９尺の庇部分からなり，大きくi亂 中，後の３‘細･こ分けられる。前宝前甬hこは凝灰岩の

地覆が20 尺の闘を通り，当初は中間に柱がないが,後にIぼliをほぽ３等分（6.5尺・７尺・6.5尺）

した位置に柱を立て中火を扉|コに改造している。中室は20尺四方の広間で，正面は柱間３間と

し中央問８尺を扉 囗，両脇間６尺は鱚となり，背面は中火に柱を立て西方間は鐡で，東方問は

東端３尺を壁，残り７尺を後室への扉|ｺ としている。後室は東西二室に分け られる。西側は東

面に扉||をもつ部屋となるが，東側は背面に雌の痕跡はなく，外力へ開放となっている。

房境や各賞の境は瓦を重ね並べた地囮が攷かれている。この圸覆には，両側に平瓦を立て，

その|開こヽ14瓦を重ねたものと，さらにその上にのし債状にヽlx瓦を収ねたところとがある。また

地覆上,こJI/さ約15cm の焼けた土壁が遺存している佃所もあった。巾室内部には小形の凝灰岩切

石や坊，野itii石などを用いた束石が整然と配置されており，これらをもと,こ各房を通じ，西方

には床を設け，東壁際には刪を設けていた状況が復原できる｡,後唯は瓦や砥石が置:かれていた

り，また第三 一七房では床張 りの痕跡があり，その使い方に簾がみられる。大房の改修は前面

凝灰岩圸攪石以 外にもみられ，上闘のかさ上げや，礎石のＬに石を屯ねて柱根元の腐朽を修理

したと思われる個所があった。床・刪の束石である凝灰I片切石は，後には坊や野面石に置き変

えられたところがある。前室も後に中火關同漾床張りを行なうなど改修されたところがある。

人房の北側柱心から2.4m 北には,各房ごとに西側柱筋を人房の房境にそろえた１間×3 1nlの

1忙化棟姓物があり，その東側にＬ字形の」耳 湖 に1111jされた中庭を検|liした。これは各房とも同

IJに配されており，その建物は桁行24尺梁行８尺で，大戻に見られるような瓦を屯ねた地覆が

ある。内部にはII I･】仕切りがなされており，渡り廊ではなく部屋としての使川が考えられる。元

興 かの「険批色帳」に見える中居に当たるものであろ･廴 さらにこの部屋の北側柱心から

ｍの位il哂こ桁行２闘20尺，架行21 Ⅲ･j尺を一房とする東1明柬の小了房の存在を確認した。小子

房背而には堰仮を両鮎こ立てた幅約40cm の甫落溝があり，この溝から人房正 面葛石 までは約

30.5m となる。西第三房では小子房迚物の下に木畄が姐り，中庭から北への排水施設と思われ

るｏ

r薬帥寺縁起j によると，僧房は天禄４年（973年凵こ焼火し，一部は再建されたとしている

が，今1111の調在部分での再建は行なわれなかったものと考えられる。これは後述の遺物の状況

からもll」らかである。今川の調査は，遺術の保存状況がよく，僧房のヽK-ifliをはじめ，床などの

施設の状況まで明らかにすることができた。また人切と小 自yjの|開こ付属屍があることが確認

され奈良時代の僧房の研究に多くの新しい資料を得ることができた。

食堂　　 食唯は昭^1145年の調査で位置・基壇規模（東I悧6.8m ｘl囮ﾋ21.7m ）正而階段及び基

壇川洲の状況が明らかになっている。今川の調査は食唯叫端を発釧し，北面と西面の基壇地覆

－29 －
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第13M 薬自II侍 刪 蜘刀発抑圜 査遺構図

石， 玉石敷きの犬走りと 兩落満及び建物の西側柱列を検出した。 基壇上而は 削ヽ|゙されていた

が，西北隅には枳石を，西側中央とその南の推定柱圖戳こは礎石 ﾄ 地゙業と考えられる砂質土の

地固めを検川した。これによって食堂の梁行は，身舎21 阻5 尺等闘，庇12尺と推定することが

できるｃ 食堂西面南寄りの犬走り部分では石敷きの痕跡が見られず，また僧房前庇に面する位

置でもあり，ここに階段の存在が考えられる。

鐘倭　 鐘楼跡の調査は今回がはじめてであるが， これと対称俥il冖:の経楼についてはすでに

調査が行なわれ，基壇規模や|鵈段位置などが確認されている。鐘楼は経楼と正しく対称の位置

に倹出された。基壇上而はかなり削平されており，礎石据え付け の痕跡などは失なわれ，柱位

置は不明である。基壇化粧石はほとんど抜き取られていたが，北肉と四面に凝灰岩製石階を残

し,北而石階部には地覆石が一部遺存していた。しかし北面では,石階部以外の抜き取り溝は幅

がせまく圸覆石を略し，直接羽日石を立てていた可能性が強い。北而石階は輻3.3m, 出約0.9

m で,四而階段は幅4. lm 出が約ｌ ｍである。これによると基埴規模は東匹15.8  m, 南北19.5  m

に復原され，経楼基壇と全く同規模であることが確認された。したがってr 縁起』に見える鐘

楼とくらべると，周囲の基壇の出は４ｍを越えることとなり，かなり軒の出の深い構造を考え
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l　　　　l　　　　 亅

'､|､1色上器()・2) 上師X;(3～5j　呎 仙陶X;･S～|･I) 琵釉陶器(ll～12)III:画(7～13) 白磁(６)

第1･jμl　･TUII冖j1 1哨憎が跡出土り.)十器

ねばならな卜 。

木坊北方地|･(の,ljjWIﾓ　現在の本坊の北約2511･のところに幅:3 1･1 ,災さ30m の東叫トレンチを

２本設定した。

束トレンチ　検出したおもな遺構は|;蛾４と溝１であるっ　ll壙からは ﾄヽ 安゙ 初期の軒瓦をａむ

多量の瓦片が投棄された状態で出 ＬＬた。満=は南北方向で，その齠ljを倹川した。清埋 Ｌには

瓦器が含まれるが，西肩及び溝底は確認できなかった。

西トレンチ　l レヽ ンチ朿｀11で瓦器を忿打中|||:の|;壙２及びビッ|･９を倹川した。ビットはほ

ぼ東I岶こ碵ぶが，姓物や柵などのまとまりはつかめず性桁は不明である。 もっとも東のピット

から｢ 薬師'P  &院｣ 銘の1阡ドヽ瓦と灯明Ⅲ1が||凵lしている。トレンチ叫｀rでは近II!:以降のll端，

井戸，石列を倹川した。 上端から灯明|Ⅲ｡，近吐の軒平瓦が川上した。 井戸は陌1.5m ほどで，

ドでを玉石で円形に債み，[ジrを丸太で方形;こ組み，ll:こ厚仮で蓋をしている。石列は|削ﾋ 方

向で，井戸東側のll留めと思われる

この｣也|衵まﾝ 薬師寺縁起,¶引川の;'流記・の,161なこよって，介姐院などに比定する考えもあ

るが，今1111の調在では明確に余良時代にさかのぼる遺構は確認できなかったｏ ただ，東トレン

チ西端の南北溝については，これが余良時代にさかのぼるとすれぱ，j』'=域内における条坊関係

の辺搬になるlll能性がある。また江戸||,冐い) 絵図面によればこの付近はr･院跡で西トレンチ発

見の諸辺隅がそれ,こあたるかもしれない。
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なお，西回廊は後世の破壊が薯しく，基壇上の一部を険出したにとどまった。

造物　 西僧房跡からは瓦，土器，金属製品， ガラス製IWI， 石製品など多様な造物を発見し

た。これらはすべて天椽４年（973年）の火災で埋没したものである。

瓦顛　 瓦類は僧房基埴上及びその川辺に広がる焼上中から大jあこ出上した。軒瓦でみると本

薬師寺所川瓦と同氾の軒丸瓦6276A･ Ｂが全体の約20%, 軒平瓦6641G･ Ｈ皿式が約60％を占め

ている。また僧房の南側の瓦溜りからは，従来本薬師寺でも例の少ない6121型式が瓦当部完形

で出土したのをはじめとして兀が大知:にIL囗:した。なおその巾に開元通宝を押した平瓦がある。

この平瓦は桶巻作りによって作られた11f能性が詔められる。平城宮式と酷似する瓦当文様で,薬

師寺のほかは出上していないｙlil滷λ6304E 型式及び軒平瓦66640 型式のものもかなりあり，

奈良前期の兀とといこ平城移建時の雌根に川いられた。平安時代のものは巴文を含めて多くの

種類が出上した。その中に従来，天保火災後の再建に関連する瓦として平安中期ごろに考えら

れていた「擬古作」の瓦もあるが，僧房の闘仕切りの補修に使われており，少なくとも大禄火

災以前にさかのぼることが明らかになったＯ

七器荊　 噌房の床面から土師器・須恵器・黒色土器・灰糯;屬Ｇ・鉛釉陶器 ・ 中国製磁器が

出十した。このうち大多数を占めるのは土師器，黒色土器の椀・皿煩で，これに少量の灰釉陶

器，腕，皿が加わって日川fl･器を術成している。これらに対して数は少ないが，三彩多|嚇壺，

二彩鉄鉢，緑釉香炉，唾壺，椀，Ⅲ|｡，灰釉多1哨壺などの仏器がある。このうち三彩多病壺，二

彩鉄鉢は明らかに奈良時代の製作になるもので，約200年間の伝世が知られる。 また緑釉唾壺

は口縁部の欠損後，縁を平らに磨いており，川途をかえての池川がうかがわれるC jl?磁には貼

花文水沌と椀がある。椀には口縁部をりJり込んで輪花としたものもある。水注は湖|有省瓦渣坪

窯の製品であり，日本での11LLIは稀例に属する。白磁は椀で，ほぼ完形のものである。中国製

磁器はいずれも唐末～五代の製品である。

金属製品　金属製品のうち最も注目されるものは小金銅仏断片である。火熱で変形・破損が

著しいが，反花，詰花を重ねた台座と両脚下部及び衣の一部を残している。像高を復原すれぱ

30Cl前後になろう。これに近接して節子の一部と思われる金銅仮も|［凵lしている。そのほか数

多くの鉄釘が出土し，鉄製戸口金具や銅製かんぬきなど建物に関係するものも多い。以上のほ

かに，ガラス製小玉，砥石が発見されている。これらの遺物は房の前室・巾室の東寄りの部分

に集中して発見され，なかには捐から転落したような状況を示すものもあった。

今回の出土遺物は絶対年代を知り得る良好な資料であるとともに，前房におけ る生活様式を

具体的につかむ手がかりとなる点で大きな意味をもつものである。

大安寺鐘楼・僧房の調査　　大安寺小学校の校舎増築の現状変史に伴い奈良市の 依頼で|発掘調

査したものである。発捌圸は大安寺鐘楼および僧房にあたる。鐘楼については昭和38 ・ 41年に

一部調査されているが（奈良国立文化財研究所年報　1964 ・ 67参照），今回は鐘楼北而から僧房東側

柱列にかけて発掘し，鐘楼と軒廊との関連などが一層明らかになった。
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鐘楼　 遺構は浅いところでは現校庭
ぼliから約20cm ﾄ で゙検出された。基壇上Ifllはかなり削平

さ
れていたが，北側柱列にあたる板石群３個所を倹川

した。梁闘は7.4m （人判ヽ125尺）あり，『大

安寺伽|藍縁起并浤記資財帳』記載の「長三丈八尺，戳二丈五尺」とよく一致する。基壇化粧
は

凝灰岩製で，圸跟石の一部が西北隅と北而
に残る。北而中央部には地覆を据えた痕跡はみ

られ

ず，繋廊に直接つながっている。鐘楼北側柱心から北而地旨石，西側柱心から四面地覆ラ
イン

ま
での距離はいずれも3. 7 inあり， 基壇

は東西14.8  mに復原できる。　|顛rljでは西北地覆ライ
ン

の
外方に延石の抜き取り溝を発見し

た。現在西北隅地覆石はこの抜き収 Ｍvjの埋上
の上に拙え

られている。

繋廊　　鐘楼と講堂師叶廊をむすぶも
ので，先年の訓査で板石が発見されていた。今川

の調
在では， 繋廊南妻の根石が節楼北|剞地皚石

にほぼ接し， 妻心から鐘楼北飼柱心までは 約
わ11

(13.5尺），梁闘約3.6m  (12尺）， 桁行約2.7  m (9 尺）で北へ延びていることが判明し， 鐘陵
と

のとりつき状況が一刷明確となった。望間約3. 6m  (]2尺）は「資財帳」の「‾長各二丈 匕尺，廣

-･丈四尺」に比べると２尺狹い。しかし，友さは仮に９尺３闘とすると２丈７尺とな
って一致

する。今川倹出の根石は同一位置で上ド２別に重なっている。鐘楼北面地 覆石には繋廊羽日石

のかかる欠きこみがあり，繋廊の東西両側に延石抜き収り溝も検川された。

僧
房　r 資財帳』にみえる「 西太房北列

」の東側柱筋に相7‘1する根石群２箇所を 検出した

柱間は3. 9 in (13尺）である。　基壇の発膕乙化Ｔ
には幅2.5 mの巾ltl:溝が東西方向にあり， 北へ

折れて延びている。さらに基壇東而には近匪の南北泌が掘られ，基壇前而の状況や兩落溝
は明

らかでない。 また，この僧房と鐘楼の間には凝灰岩の石敷の痕跡が倹川された。凝灰岩細片
は

厚いところでは約４ｃｍ残っているが風化が 嵜しく目地やもとの広がりなどは不明であ
る。

造物　 瓦が多数を占め， 土器は少量である。瓦の人部分は，僧房・鐘楼のほぼ巾闘
にある

北十壙（東西約７ｍｘ南北3.5m ）から集中して出
卜した。軒丸瓦6138型式，軒ヽ1゙瓦6712型式が最

も多く山一|:した。｡｡目胞よ。鐘楼西側の延石抜き取り溝の埋土から10 世紀頃の特徴をもつ土師器

・
黒色土器・灰釉陶器の破片が出土し，鐘楼

とその周辺の改修の年代の上限がおさえられ
る。

哨’本長二郎・川越俊一・高瀬嬰一）
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